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特集 生活習慣病

ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎

兵庫医科大学耳鼻咽喉科助教授 小笠原 寛(47年 卒)

は じめ に

ア レルギー性鼻炎の増加 は著 しく,諸 家の報

告 をまとめ ると1970年 代 は じめか ら10年 間で有

症率が2～6倍 に増加 している.我 々1)が行 っ

た1991年 と93年 の芦屋市における春季花粉症調

査 で は 山 麓 の 学 童 で24.7%,40歳 代 女 性 で

....%の 有症率があ り,1995年 の千葉県安房郡

におけるスギ花粉症調査2)で は学童 の26,0%,

40歳 以下 成 人 の36。8%と 高 い有症 率 がみ られ

た.ア レルギー性鼻炎患者では重篤 な症状 はま

れであ るが,有 症率の高 さや複数の抗原 に感作

され有症期 間が長 くなること,治 癒 が難 しいこ

と,他 の アレルギ ー疾患 や気 道炎症な どを合併

す ることは,生 活の質 を低下 させ医療 コス トを

増加 させ ている.

ア レルギー性鼻炎 は1型 アレルギーの代表的

疾患であ り,ア レルギー反応 を起点に炎症反応

が進行 し知覚過敏が生 じる疾患 といえる.鼻 ア

レルギ ーの発症 には複数の遺伝子が関与 し環境

因子が重要であ る.抗 原には抗原量の増加が著

しいチ リダニや花粉 などの空中抗原,ま れに食

物や薬物抗原があ る.修 飾 因子 として大気汚染

な どの環境物 質,食 物,薬 物があ り,IgE抗 体

産生や炎症反応 を増強すると考 え られる.発 症

に関与す る遺伝背景や抗原,大 気汚染 などは個

人で対処 で きない点が多いが,修 飾 因子 と して

の室内環境 やライフス タイルを改善することに

よ り症状 の軽減や発症防止 をはかることがで き

る.こ の ライフス タイルをとらえて アレルギー

性鼻炎 を生活習慣 病に含め る考 えがあ る3).室

内環境 も広義 のライフス タイルの中に含めて修

飾 因子 について解説す る.

1.ア レル ギ ー性 鼻 炎 の修 飾 因 子

1.室 内汚染

1)チ リダニ

アル ミサ ッシの普及や冷暖房効率が よい気密

性 の住宅は1970年 代 にチ リダニ抗原量 を増加 さ

せ た.こ の結果,機 密性の高い集合住宅ではダ

ニアレルギーの発生が多 くなっている.ま た,

出生後速やかに暴露 されるほ ど感作 されやすい

ため,出 生直後か ら暴露 されるチ リダニによる

ア レルギー性鼻炎 は1歳 児で10%程 度にみられ

る.チ リダニ による粘膜過敏性の充進は花粉症

の合併 につながる2).チ リダニの至適環境 は温

度25度 と湿度75%で あ り,湿 度 を60%以 下 にす

れば ダニ だけで な くカ ビの繁殖 も抑 制す るた

め,換 気システムを備 えた住宅が建て られ始め

た.古 い住宅で も換気 を考え,掃 除の徹底,寝

具の乾燥 とシーツの交換,畳 の上の カーペ ット

をやめる,冬 季 の結 露を防 ぐことなどによ りダ

ニの発生数 を減少 させ ることがで きる.

2>花 粉

花粉飛散期 に誕生 した子供 は早 く発症す るこ

と,趣 味の園芸 やハ ウス栽培での職業性花粉症

がみ られること,近 種 間ほ ど花粉 に共通抗原性

がみ られることか ら室 内での生け花や鉢植 えの

花粉 は感作や症状発現 に関与す る.ス ギ花粉 な

どの飛散最盛期 における窓の開放 は非開放に比

し数十倍の室内汚染 を起 こす.

3>カ ビ

胞子が抗原で気管支 に も達す るため喘息 も生

じ,室 内ではアスペルギルス とペニ シリウムが

主要抗原であ る.冷 暖房の普及に より5月 と10
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月 をピーク とする季節性が崩れ,乾 燥 を好 むア

スペルギルス属 の出現 が問題 となっている.

原 に対す る感作 を うなが し皮膚テス トやIgE抗

体上昇がみ られた5).

4)ペ ット

実験動物 関連施設の研究者および技術者5580

名に対 する調査 で23.2%に アレルギー症状があ

り,その部位 は鼻78.3%,皮 膚45.8%,眼43.4%,

下気道27.8%で あ り,扱 う動物ではモルモ ット,

ウサギ,ネ コに多か った4).内 科や耳鼻科の報

告ではネコア レルギーの頻度が最 も高 く,つ い

でイヌ,ハ ムス ター,ウ サギなどがみ られる.

コンパニオ ンアニマル としての需要 も増加 し}

飼 う種類 に流行があ る.近 年で は室内犬 とハム

ス ターが増加 しそれ にともな うアレルギーが問

題 となっている.最 大の問題点 は飼い主 にペ ッ

トア レルギーの自覚が希薄なことである.ネ コ

の抗原は皮脂腺 の多い尾の付 け根 にあ り,1週

間に一度 ネコを洗 うと抗原量が減量 される.日

本で はネ コの減感作 治療 薬 は市販 されてお ら

ず,開 発が進 め られていたペ プチ ド療法 は中止

と聞いている.動 物飼育では室内の清掃 と換気

をよ くし,毛 やフケ,ダ ニ,尿 を吸入 した り接

触す る機会 を減 らす ことが重要である.

5)化 学汚染物質

家具 や内装 か ら発生す るホルムアルデヒ ド,

揮発性 の有機化合物,室 内暖房による酸化窒素

な どは気道過敏性 を充進 させ,鼻 や眼の粘膜刺

激症状,頭 痛 や疲労,喘 息 などを生 じるシ ック

ハウス症候群 の原因 となる.ホ ルムアルデ ヒ ド

は知覚神経末端か らの神経ペ プチ ド遊離 を促 し

血管の透過性充進 を起 こす,さ らにモルモ ット

やマ ウスの吸入実験で は卵 白アルブ ミンに対す

るIgE抗 体産生 を増強す る.

2)食 事

乳児期 は抗原 に感作 されやす く早期 の離乳 は

ア レルギー発症 につながる.し か し,胎 生期か

ら乳幼児期 の牛乳 や卵な どの食事制限が アレル

ギー発症抑制 につなが るかに関 しては肯定 と否

定の意見が ある.代 表的な調査6)に よると,妊

娠中や乳幼児 の食事抗原制限は1歳 までのア ト

ピー性皮膚炎 や食事 アレルギーの発症抑制 をす

るものの,そ れ以 降の抑制効果 はな く,じ んま

しんやア レルギー性鼻炎,喘 息で は全ての期間

に抑制効果がみ られなか った.植 物油 に含 まれ

るアラキ ドン酸 の前駆体である リノール酸が ア

レルギーの修飾 因子 として注 目されている.ア

トピー性皮膚炎 の子供 やIgEが1.61U/m1以 上

あ る膀帯血では リノール酸が高 い7).リ ノール

酸 の とりす ぎは過剰のロイコ トリエ ン産生 と炎

症 の増強につ なが り,魚 介類や シソ油な どに含

まれ る α一 リノ レン酸,EPA,DHAは この ア

ラキ ドン酸代 謝 を抑制す る8).ス ナ ック菓子な

ど食物油 の取 り過 ぎに注意 し,魚 介類な どの摂

取量 を増 やす とよい.ア ス ピリン喘息の原因 と

な る色素 や防腐 剤 な どの食 品添加物 もア レル

ギーの修飾因子である.

3)運 動

運動 をす ることが修飾因子 となる.例 えば花

粉飛散期 のゴルフ,野 球,ジ ョギ ングな どの屋

外 スポーッは花粉の吸入量 を増加 させ感作率の

増大 と重症化 につ ながる。小児の水泳教室 にお

ける水質管理 や温度差,運 動程度の不適切 さは

ア レルギー性鼻炎 を増加 させ る、

2.ラ イフスタイル

1)喫 煙

実験 的にはディーゼルの排 ガスと同 じく,受

動喫煙 でIgE抗 体 の産生増強やアラキ ドン酸代

謝異常がみ られ る.7歳 までの追跡調査では,

特 に幼少 ほど受動喫煙の影響が大 きい.空 中抗

4)ス トレス

喘息 などと異 な り心理的ス トレス による鼻症

状 の誘発 はみ られ ないが,発 現 している症状 の

悪化 は起 こ りうる.
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お わ りに

森、本3)は 生 活習慣病 の原 因 と して朝 食 の欠

食,睡 眠不足,栄 養偏 重,喫 煙,運 動不足,多

飲酒,長 時間労働,ス トレスの8項 目をあげ,

2148名 の新入社員 に対 する6年 間の追跡調査で

31名 に ア レルギー性鼻 炎が新 た に発 症 したこ

と,1100名 の調査 で不健康 な生活者で はIgEが

高 いことか らア レルギ ーの原因に生活習慣 があ

る と述べ ている.上 記の修飾因子で述べた以外

に,ラ イフス タイルの乱れはカゼの誘因 とな り,

カゼ ウイルスは気道粘膜 を傷害 し,過 敏性 の」L

進 とIgE産 生充進 につなが る.肥 満 や多飲 酒は

鼻腔 の狭小化 と鼻閉を生 じ,長 時間労働や睡眠

不足 などは掃除や寝具管理の不適切 さとな りダ

ニの環境 汚染 を発生 させ るで あろ う.ア レル

ギー性 鼻炎 は遺伝 と環境 の総和 で発 症す るた

め,症 状 の増悪や発症の修飾因子 となる不健康

なライフス タイル は禁物 といえる.
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